
  

議会報告会開催結果報告書 

 

 平成 25 年第３回定例会において議決された議会報告会について、次のとおり実施し

たので、その結果を報告する。 

 

平成 26年６月 11日 

 

上富良野町議会議長 西 村 昭 教 様 

 

議会運営委員長 今 村 辰 義 

 

記 

 

１ 開催の目的 

  上富良野町自治基本条例による「議会の役割と責務」の趣旨に基づき、議会の監

視機能や政策提言活動などの議会活動を町民に直接報告するため、昨年に引き続き

全議員による議会報告会を町内２箇所で開催した。 

 

２ 開催日  平成 25年 12月 13日（金） 

 

３ 会場及び参加人数  ２会場  18人（内訳は下記のとおり） 

 (1) 保健福祉総合センターかみん（夜間）       ９人 

 (2) ＪＡふらの上富良野支所（夜間）         ９人 

 

４ 出席議員数 

 (1) １班（保健福祉総合センターかみん）       ７人 

 (2) ２班（ＪＡふらの上富良野支所）         ７人 

 

５ 議会報告及び懇談内容等 

 (1) 議会報告 

    平成 25年第１回定例会から第４回定例会までの主な議決事件について、担当 

議員により説明を行うとともに、質疑応答を行った。 

 (2) 懇談 

「町を元気にするために」「議員定数と報酬について」「防災訓練について」      

「ラベンダーハイツについて」「町内の学校について」の５つのテーマのほか、参

加された町民の方から自由に発言をいただき、懇談を行った。 

まちづくり全般について、参加者から多くの意見・質問が寄せられ、議員との

懇談が図られた。 

 (3) 参加者からのアンケート調査を実施した。 

 



  

 

６ 結果報告 

   両会場で寄せられた意見などをまとめ、「かみふらの議会だより」で周知報告し

た。 

 

７ まとめ 

 (1) 今回の議会報告会も第３回報告会と同様、２部構成として行い、第１部の定例

会の説明では、審議された議事について説明を行った。議会広報を基にした説明で

は詳細に踏み込めず、具体的な説明を求める声もみられた。 

また、第２部では参加者と議会との直接的な懇談の場を設けて、住民の質問に

議会が答えるという一方通行でなく、住民からまちづくりの意見を聞くという、相

互の意見交換が図られた。 

今後も引き続き幅広い住民の意見を聴きながら、議会活性化とともに住民に身

近で開かれた議会を目指していく。 

(2) 今回の議会報告会において住民から出された要望等で重要なものについては、

町長に書面で提出し今後の町政の参考とするよう求めた。 

(3) 議員定数について議会としての考え方を示すよう求める声があり、次回以降の

テーマとして検討を進める必要がある。 

(4) 回を重ねるごとに、参加者の減少がみられ、町民がより興味を持ちやすい議会

報告会のテーマや、参加しやすい実施方法などについて検討する必要がある。 

 


